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 市税の納入状況

収入済額 ▶ 34 億 9193 万 2 千円

区　分 収入済額 徴収率

市 民 税 12 億 9934 万 9 千円 51.2％

固 定 資 産 税 19 億 2842 万 4 千円 69.8％

そ の 他 市 税 2 億 6415 万 9 千円 93.0％

 地方債現在高の状況

地方債現在高 ▶ 296 億 8293 万 5 千円

地方債とは、特定の歳出に充てるために地方自治体が 年度
を越えて元利を償還する借入金です。

区　分 地方債現在高

一 般 会 計 債 191億 4256 万 4 千円

下 水 道 事 業 会 計 債 82 億 4940 万 9 千円

水 道 事 業 会 計 債 22 億 9096 万 2 千円

 基金現在高の状況

基金残高 ▶ 75 億 7790 万 4 千円

基金とは、特定の目的のために資金を積み立て、または定
額の資金を運用するために設けられる資金または財産のこ
とです。

区　分 基金現在高

財 政 調 整 基 金 18 億 2684 万 4 千円

減 債 基 金 26 億 6328 万 9 千円

そ の 他 基 金 30 億 8777 万1千円

 一時借入金の状況

一時借入金現在高 ▶０円

一時借入金とは、一会計年度内において歳計現金が不足し
た場合に、その不足を補うために借り入れる借入金のこと
です。

財政事情財政事情
公表公表

「市の財政が今どのような状態にあるのか」を
市民の皆さんへお知らせ

市では、年 2 回予算の執行状況を公表しています。
今回は、令和元年 9 月末現在の市財政事情をお知ら
せします。　　　　　　　
※割合は小数点第 2 位を四捨五入

　　　　　　　　　　　問　政策経営課（千代田庁舎）

一般会計予算 ▶ 189 億 5103 万 5 千円

一般会計とは、皆さんの暮らしに身近な仕事を行うための
市の基本的な会計です。

特別会計予算 ▶ 88 億 7938 万 7 千円

特別会計とは、特定の事業を行う場合や特定の収入を特定
の会計の支出に充てるために、一般会計とは区分して経理
している会計です。

【歳入】
名　称 収入済額 収入率

一 般 会 計 94 億 7593 万 9 千円 50.0％

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 18 億 3436 万 4 千円 40.1％

後 期 高 齢 者 医 療 3 億 5346 万1千円 43.4％

介 護 保 険 17 億 4583 万 3 千円 50.1％

【歳出】
名　称 支出済額 支出割合

一 般 会 計 80 億 6629 万 9 千円 42.6％

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 15 億 9023 万 9 千円 34.7％

後 期 高 齢 者 医 療 3 億 278 万 9 千円 37.1％

介 護 保 険 13 億 6523 万円 39.1％

 令和元年度予算の執行状況

　団塊の世代が 75 歳を迎える 2025 年をめどに、一人暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯が本格的に増えていきます。
　生活支援体制整備事業については、地域組織やボランティア、老人クラブをはじめ地域の団体、企業など多様な主体が
連携を図りながら協働し、住民主体による生活支援・介護予防サービスの充実が図られるよう身近な地域での支え合いを
推進し、支え合い・支え上手・支えられ上手の地域づくりを進める事業となります。
　市では生活支援体制整備事業をかすみがうら市社会福祉協議会に委託し、連携しながら取り組んでいます。

自治会、町内会、民生委員、ボランティア、サロン関係者、地域包括支援センター職員、社会福祉協議会職員などがメン
バーになっています。

　地域に合った話し合いの場にするため、中学校単位で「協議体」を設置し、市内３地域で月１回開催しています。
また、協議体を円滑に進めるための調整役として「生活支援コーディネーター」を配置しています。

いずれも地域住民の皆さんの協力により活動が行われています。

問 かすみがうら市社会福祉協議会 ☎ 029‐898‐2527
下稲吉東小学校の見守り活動

( 下稲吉中地区協議体 )
地域についての話し合い
( 霞ヶ浦中地区協議体 )

現在の活動状況

☆ 「ながら見守り」とは、犬の散歩をしながら、ウォーキング
をしながら、児童を見守る活動です。自身の負担にならな
い活動のため、継続しやすいというメリットがあります。

6かすみがうら

高齢者向けサロンの開設
買物支援の必要性を検討中

南小学校の徒歩圏内の児童の、「ながら見守り」活動および
北小学校の柏崎・岩坪・安食地域の「ながら見守り」活動

下稲吉東小学校の下校見守り活動や「ながら見守り」活動
の周知および下稲吉小学校の「ながら見守り」活動の周知

千代田中地区協議体

協議体のメンバー

霞ヶ浦中地区協議体

下稲吉中地区協議体

２０２５年に向けてかすみがうら市では、協議体の皆さんが地域づくりについて話し合っています

地域づくり
の活動

●買い物に行くことができない
●電球の交換ができない
●ゴミ出しが大変
●話す相手がいない　など

身近な
困りごと

活動するところで、新たなつなが
りや活動者の生きがいづくり、
地域づくりにつながります。

協議体による話し合い

話し合い

支え合いの
サイクル

住民主体で、ずっと住み続けられ
る地域にはどんな活動が必要か！
みんなで一緒に考えます。


